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東京スカイツリーと浅草駅ビル
東京スカイツリーは自立式電波塔として634mの世界一の高さに達し，2012年5月22日に
開業しました。新聞紙上や報道番組ではスカイツリーの入場券が運よく当たった人の話や開業
日の様子などが報道され，実際に行かなくても中の様子がわかるほどの過熱ぶりです。私は共
同研究している研究所が浅草にあるため，2008年の着工から完成までのスカイツリーの様子
を神谷バー（明治13年創業，現在の建物は大正10年竣工，浅草1丁目1番地）の前の交差点から，
折に触れて眺めてきましたのでこの開業は，感慨深いものがあります。しかし，それ以上にこ
の開業に伴い東武伊勢崎線の「東武スカイツリーライン」（愛称）の始発駅である「浅草駅ビ
ル」がリニューアルされたことがとても嬉しいです。
この駅ビルは1931（昭和6）年に関東では初となる百貨店併設のターミナルビルとして開業
し，設計は建築家の久
く
野
の
節
みさお
氏（18821962）。大阪難波の南海鉄道（現，南海電気鉄道）の南海
ビルディング（昭和7年7月竣工）なども手がけた方のようです。正面の大階段には関東では初
となるエスカレータを設置し，地下1階から地上7階までは「松屋浅草支店」（現，松屋浅草店）
という，当時は東京の新名所ともいうべき画期的な駅ビルとして誕生しました。1945（昭和
20）年の東京大空襲では，内部焼失に留まり建物は残りました（TOBUNEWS2011年3月2日）。
屋上には遊園地も併設され，開業当時はかなり流行ったようですが，ここ数年長引く経営悪化
のため2010年5月31日には4階以上のフロアの営業を終了し，収益率の高い地下1階から3
階（2階は東武浅草駅）の営業になっています。これまではフルアイテムの百貨店として電気店
などもあり，私は研究所での実験に必要なものを調達することができましたが，この縮小営業
により非常に不便を感じています。このような中で今回のリニューアルは，1974年改修工事
で設置したカバー材（アルミルーバー）を全面的に撤去して外壁面を改修し，ネオルネサン
ス（近世復興）様式の姿に近づけるというものです。
私は会議のため5月21日に浅草へ行きました。その日は三社祭の翌日であり，金環日食と
スカイツリーの開業の前日とあって，浅草は今まで見たことのないほど多くの人そして海外か
らの観光客でれていました。5月18日にリニューアルしたばかりの浅草駅ビルは，開業当
時を思わせる白亜のアールデコの外観が堂々とその雄姿をみせつけています。エントランス
の最上部には直径1.5mもの円形の時計塔が復元され，そして窓には大きな半円形のアーチが
連続して配置されており，シックでモダンな昭和初期を物語る建築物の素晴らしさに思わず息
をのみました。そしてこのような立派な建築物が40年もの長期に亘りアルミのカバー材で覆
われていたことをとても残念に思いました。
スカイツリーを自由に見学できるのはまだ先のことのようですが，見学の際には，ぜひ足を
伸ばしてこの浅草駅ビルをご覧いただきたいと思います。そしておよそ80年前の昭和初期，
多くの人が和装の時代に流行の最先端を行く洋装のファッションで身を包んだモボ（モダンボ
ーイ），モガ（モダンガール）が，さっそうと闊歩していた時代を思い描いてください。
本紀要には，環境デザイン学科に所属している教員の研究成果として研究論文4報と研究ノ
ート1報，デザインノート2報を掲載しております。ご活用いただけましたら幸いです。
昨年度，環境デザイン学科では181名の学生が，元気に学び舎を巣立っていきました。その
卒業生全員の卒業研究のテーマを巻末に記載していますので，併せてご覧いただければ幸いです。
（環境デザイン学科長 角田由美子）
